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何度言ったら分かるの
富山県・富山市立音川小学校・六年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たなか),田中)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あい),愛)
「あれ？今日の夕飯何だっけ？」
祖母が私に聞いてきた。
「だから、カレーって、言ってたじゃん。これで、聞くの三回目。」
私はスマホを見ながら、強い口調で言い返した。私は家に両親がいないときは、近くにある祖母の家に行くことになっている。その祖母は最近、物忘れが多くなった。
　その日、私は祖母と一緒に夕飯の買い出しに行った。
「今日の夕飯何だっけ？」
祖母がまた、私に聞いてきた。
「もう何回言わせるの。だから、カレー。もう、覚えて。」
私はさっきよりも強い口調で言い返した。
　祖母は家に帰ってカレーを作り、それをみんなで一緒に食べた。
　母が迎えに来たので、私は車の中で祖母のことを話した。
「なんか最近ばあちゃんの物忘れがひどすぎて、腹が立ってきた。」
「私も、そう思うちゃ。」
母は言った。そして二人で、家に帰った。
　ある日、久しぶりに家族全員でお出かけをした。そのついでに祖母の家に遊びに行った。
祖母は父に、
「お茶いるかい。」
と聞いて、父は、
「あ、大丈夫です。」
と、顔を見て優しい声で言った。しばらくして祖母はまた父に、
「お茶いるかい。」
と聞いた。私は「またいつものように同じことを話してるじゃん」と思った。すると父は私が思ってもいなかった言葉を発した。
「さっきから気遣いありがとうございます。お茶は大丈夫です。」
と、また顔を見て優しい声で言った。私だったら「さっき、いらんって言ったじゃん」と顔も見ずに強い口調で言うはずだ。父が気遣いをしてくれた気持ちに対して、お礼を言っていることに驚いた。
　私はそのとき、「そういえば、ばあちゃんは、私がどんなに強い口調で言っても、優しい声で聞いてきたり、返事をしたりしていたなぁ」と思い返した。父が祖母にお礼を言っていると、祖母は笑顔になっていた。私は、今まで強い口調で言っていたことを、祖母はどう感じていたのか気になってきた。机の上には、記憶力を維持するガムが置いてあった。私は、はっとした。祖母は物忘れが前より多くなっていることを自覚していたのだ。私は初めてそのことに気が付いた。
　家族で家に帰ると、祖母から電話がかかってきた。
「愛ちゃん、ばあちゃん物忘れ多くて迷惑をかけてごめんね。ばあちゃんも、自分なりにこれから気を付けるね。」
私は祖母が言ったことに、返事をすることができなかった。祖母は物忘れが多くて、みんなに迷惑をかけているとずっと思っていて、少しでも物忘れを少なくしようと、自分なりに頑張っていたのだ。
　困っている家族に強く当たったり、自分の気持ちを表に出して返事をしたりすることは相手にとってすごく傷付くことだと思った。相手の顔を見て、優しい声で会話することが大切なのだと、父を見て気付いた。
　最近のニュースでは、お互いの主張が食い違って事件になっていることが多いように感じる。ちょっとしたことでも感情を抑えきれずに、暴力に発展することもある。
　そんなニュースを見ると、「私は相手の立場を考えて、みんなが気持ちよく生活できる社会や環境をつくっていけたらいいのに」と思う。自分の思いばかりを主張していては、お互いの関係が悪化し、トラブルにつながってしまう。自分と異なる意見や立場であっても、互いに思いやり、尊重する気持ちがないと誰もが気持ちよく生活しているとは言えない。社会には様々な理由で苦しんでいる人、困っている人がたくさんいるのは事実で、簡単に変わるものではない。しかし、私たちは誰に対してもその人の立場や気持ちを考えて優しい声で顔を見て会話することが大切だと思う。その人が話す声のボリューム、その人の表情、その人の行動からも、何かに気付くことがあるかもしれない。
　みんなが気持ちよく生活できる社会のために、これから私は、まず、相手の立場や気持ちを考え、言葉に気を付けて、いろいろな人と接していこうと決めた。今日も祖母の家へ行って、いろいろな話をしたいと思う。
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